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研究成果の概要（和文）：インドシナ難民問題における合衆国主導の人道主義を「冷戦人道主義」として、冷戦下にお
ける人道主義の特徴を考察した。結論として、合衆国政府が消極的であった難民受け入れが人道主義の名のもとに行わ
れたのは、国務省職員たちの尽力によるものであり、こうした一部の人々の関心が政策的な大きな流れを生んだことが
わかった。International Rescue Committeeのような援助団体が大きな役割を果たし、政策を推進するために救済の道
義性が強調される必要があったのは、世論は難民受け入れに反対していたからであった。そのため、合衆国政府と国際
機関との連携による難民受け入れのグローバル化が必要であった。

研究成果の概要（英文）：The U.S. promoted humanitarianism through the Indochinese refugee problem after 
the Vietnam War.In this project, I analyzed this humanitarianism as the U.S. Cold War ideology to show 
characteristics of the U.S. policy on Asia. All in all, the refugee admission　continued under the name 
of the humanitarianism was because of the result of the efforts by the staff of the Department of State. 
Aid groups such as International Rescue Committee played a significant role. To pursue the admission of 
the refugees, it was crucial to emphasize the obligation of the rescue. Therefore, the cooperation of the 
international organizations and the U.S. government was needed to globalize the refugee admission. The 
distinctive traits of the Cold War humanitarianism lie in the fact that the Cold War liberalism 
facilitated the emergence of the neoconservative which led to the establishment of the Reagan 
Administration.

研究分野： アメリカ研究
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１．研究開始当初の背景 
 難民危機のグローバル化は、冷戦コンフリ
クトのグローバル化でもあると言われてお
り（Hanhimaki 2008）、加えて、UNHCR が
合衆国によって政治的・経済的に支えられて
いたことを考慮する（Loescher et al. 2001）
と、「インドシナ難民問題」は、合衆国によ
ってグローバル化されたとも考えられる。し
かしながら、インドシナ難民問題のグローバ
ル化を冷戦史に位置付けて考える重要性は
提言された段階であり、いまだ十分にそれに
応える研究が生み出されてきたとは言いが
たい。また、冷戦下において、難民救済が重
要な意味を持ったことが、人道主義や人権政
治とどのように接合するのかについても十
分議論されてきたとは言えない。近年、アメ
リカ合衆国（以下合衆国）の外交と人道主義
が合衆国の覇権を維持してきたという指摘
があり（Costas 2007）、合衆国の外交と人道
主義との関わりが批判的に研究される必要
性が認識されてきた。加えて、「批判的難民
研究」と呼ばれる研究を推進する研究者たち
は、難民救済が人道主義的政治・軍事介入を
正当化し、植民地主義的支配を存続させてき
たと指摘する。この視点に立てば、難民は共
産主義国家の欠陥を世界に露呈する証言者
と考えられ、合衆国政府によるインドシナ難
民政策についても、冷戦下における反共主義
政策の一環という新たな意味付けが可能と
なる。なかでも、イェン・リ・エスピリトゥ
は、難民を地域紛争や低開発経済の自然な副
産物と見るのではなく、難民発生を「グロー
バルな歴史・経済・文化的コンテクスト」に
おいて分析することで、難民発生そのものを
可能としたアジアにおける合衆国のパワー
のあり方を考察する必要性を主張する
（Espiritu 2006）。本研究は、この呼びかけ
に応えるものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、（批判的）難民研究、人道主義
研究、アメリカ史研究のフィールドをつなぐ
ことによって、合衆国主導の人道主義がグロ
ーバル化した過程として「インドシナ難民問
題」を分析することを目的としている。難民
の世紀と言われた 20 世紀を通して、「インド
シナ難民問題」は、重荷分担の代表例として
考えられてきた(Suhrke 1998)。1975 年から
80 年の間に、国連高等難民弁務官事務所
（UNHCR）の予算の大部分が、インドシナ
難民への援助に当てられ、日本も国際社会の
一員としてその援助に参加し、インドシナ難
民問題は世界的な救済レジームを生み出し
た。救済レジームに関しては多くの先行研究
が存在するが、この難民問題解決のグローバ
ル化を可能とした人道主義そのものがいか
に生み出されてきたのかについては、救済を
普遍的なものとし、十分に分析されてきたと
は言えない。しかしながら、近年、人道主義
そのものの文化・政治的意味を問い直す研究

がされており、たとえば、マイケル・バーネ
ットによって、今までは、理想主義に立脚す
るか陰謀史観に立脚するかという二つのイ
デオロギーに引き裂かれてきた人道主義の
歴史が問い直されている（Burnett 2011）。
本研究は、このように人道主義を歴史的に位
置づける視座から、インドシナ難民問題にお
ける合衆国主導の人道主義を「冷戦人道主
義」として考察することをその大きな目的と
する。 
 
３．研究の方法 
 サイゴン・カウボーイズと呼ばれた国務省
関係者を中心とする難民「救済」に尽力した
人々が、いかに難民を援助するロジックとシ
ステムを形成したのかについて調べた。具体
的には、2014 年および 2015 年において、ボ
ストン大学およびハーヴァード大学などで
史料調査を行った。こうした調査において、
援助・救済システム構築が、ベトナム戦争中
の慈善活動とどう接続するのかについて考
察 す る た め 、 International Rescue 
Committee を中心に調査し、トランスナショ
ナルな「救済」ロジックとシステムが、ベト
ナム戦争中から、いかに作られ発展したのか
を明らかにするため、さまざまな文書を批判
的に読解した。また、そこに公民権運動家の
活動やベトナム反戦運動がどのように接続
するのかを調査した。 
 
４．研究成果 
冷戦政策として 1970 年代に人道主義が出

現した背景として、40 年代からの冷戦政策の
影響が大きかったことが International 
Rescue Committee の活動からわかった。ベト
ナム・ロビーと言われた American Friends of 
Vietnam が IRC メンバーで構成されていたこ
となど、ベトナム介入とベトナム難民救済、
ひいてはインドシナ難民救済は分けること
のできないものであることがわかった。ベト
ナム戦争支持派は、反戦運動の高まりの中で
も存続し、ベトナム戦争後の難民救済を経て、
活動の正当性を担保することができたので
ある。また、難民受け入れが、合衆国政府の
福祉削減を加速させ、福祉国家からの転換に
も大きな役割を果たしたことを明らかにし
た。研究成果は、雑誌論文として掲載、およ
び学会研究会等で発表された。 
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